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1．第 4回 NINJAL フォーラム
本書は，2011年 9月 11日に開催した第 4回 NINJALフォーラム「日本語文字・表記の難

しさとおもしろさ」の講演・報告をもとに，新たに執筆者を加えて一書にしたものです。
NINJALフォーラムの開催趣旨は次の通りです。

世界の諸言語の中で，日本語の文字・表記は最も複雑だと言われている。使っている
文字も，平仮名，片仮名，漢字と三種類を駆使しているのは，日本語だけである。この
ことは，和語には平仮名，漢語には漢字，外来語には片仮名のように，文字表記表現と
しての豊かさを示しているとともに，漢字の異体字や，送り仮名・仮名遣いなどの使い
分けの原因ともなっており，学習や実務での不合理さとして言及される。本フォーラム
では，出版，放送，心理学，国語教育，日本語教育の専門家を迎えて，日本語文字・表
記の難しさとおもしろさ，将来の展望について考える。

一冊にするにあたって，コーパスによる表記調査，文字使用の意識調査，電子メディアの
文字・表記などに関する話題を加えました。

2．この本の構成
この本は 3部立てで，合計 12本の論考を収録しています。内容は次の通りです（NINJAL

フォーラムの講演・報告を加筆したものには＊を付けています）。

第一部　日本語と文字・表記
＊漢字とどうつきあうか／阿辻哲次
＊「自由度」こそ日本漢字の魅力／小駒勝美
＊テレビと漢字／柴田実
　「コーパス」でさぐる和語や漢語のカタカナ表記の実態／柏野和佳子
　日本語ローマ字表記の基準と実状／エリク・ロング

第二部　現代社会と文字・表記
＊文字の認知単位／横山詔一
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使用場面からみた「略字・俗語」の衰退と個人文字化／鑓水兼貴
景観文字研究のこころみ―「祇園」の経年変化を事例として―／當山日出夫
電子メディアの文字・表記―「超言文一致体」の現在（いま）と未来―／三宅和子

第三部　教育と文字・表記
＊学校における表記の非日常性／棚橋尚子
日本語学習者の漢字字形の選好／高田智和

＊ 漢字の魅力にひそむエンドレス感と西洋世界の漢字学習「システム」／シュテファン・
カイザー

日本語の文字・表記の裾野はとても広いので，本書で取り上げた分野や観点だけですべて
を言い尽くせたわけではありません。個別のテーマでは外来語の表記や仮名遣い，送り仮名
など，大きなテーマでは歴史的な変遷や他言語の文字・表記との比較・対照，印刷文化との
関係などは，残念ながら本書では取り上げることができませんでした。またの機会にお届け
できればと思います。
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